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人
口

女別人)望
女 40人)通
女 2人)菌
女 43人)に
女 59人)も
女 24人)な
女 23人)つ
7;r: 27人)て
女 11人)い

女 9人)手

502人(男 264人
78人(男 78人
4人(男 2人

犯人(男 49人
123人(男 64人
59人(男 35人
56人(男 33人
59人(男 32人
22人(男 11人
9人(男 O人

も
住
み
続
け
た
い
」

て
も
気
持
の
よ
い

町
に
な
る
の
で
は

で
宅
、
之
、
そ
し
て
子
供
た
ち
が
将
来

を
つ
く

っ
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

今
金
町
の
人
口
は
、
昭
和
三
十
四
年
度
の
一
万
三
千
六
十

四
人
を
ピ

1
7
に
、
毎
年
の
よ
う
に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
昭
和
三
十
八
年
度
に
四
百
七
十

一
人
が
増
加
し

た
の
を
最
後
に
、
昭
和
三
十
九
年
か
ら
連
続
二
十
五
年
間

で
四
千
六
百
八
十
五
人
の
減
少
と
い
う
、
驚
〈
べ
き
大
き

な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
.
こ
の
数
字
は
、
ピ

1
7時
的

三
分
の
一

強
円
減
少
で
す
。
若
者
や
子
供
向
数
が
減
り
、

お
年
寄
り
の
占
め
る
割
合
が
大
変
高
く
な
っ
て
い
る
現
状

に
あ
り
ま
す
。

町
づ
く
り
と
人
口
問
題
は
切
り
放
す
こ
と
が
で
き
な
い

重
要
な
問
題
で
す
.
今
月
号
で
は
、
衰
を
碁
に
人
口
の
推

移
を
制
べ
て
み
ま
し
た。• • 

(函館市を除<)

(東京都を除く )

」
れ
か
ら

し
た
が
っ
て
訪
れ
る
人
に
と

っ

い
か
に
快
適
に
住
ご
せ
る
の
か
み
ん
な

今
金
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
え
る
町

|次
人口 人 口 m 人口減 人口

世管 グ7
{年度末) 出生|伝入その健前 死亡|転出その他計 f曽減

|昭和33' 2.420 13，020 J 
J 

/ 
/ 226 15.38 

34-' 2，491 13.064 4'1 I 5.2.1 
35' 2.480 12.976 183 456 

田6789 
85 535 96 7凶 "88 I 5.23 

36' 2，476 12，877 230 ... 93 68. 7η ム 9915.20 

371 2，日7 12.234 '" 
.， 689 77 67 5副 1，332 6643 I 4.72 

38' 2.776 12，705 221 680 539 "“。 96 873 %9 .171 I 4.57 

39' 2，811 "，日6 213 61: 835 74 86. 16 9" '" I 4.47 

40' 2，804 12.447 185 574 759 78 820 醐 6139 I 4.，13 

.1年 2.797 12.302 173 55. 19 746 82 775 34 制 ム145

42年 2，813 12.208 180 659 5 844 62 876 '" d. 94 14.33 

43年 2，789 。873 173 542 24 739 69 
88992 2 

1.01~ "335 

" ... 2，871 • 704 187 臼0 6 833 63 " l似"t:::.169 I 4.07 
45年 2，834 229 17! 589 20 780 62 1.128 65 1.255 ム475 1.% 

何年 2.799 10，981 196 " 17 786 76 932 26 1.034 "剖8I 3.92 

'" 2.753 10.718 163 536 701 61 朗ο
'" ム263 1.89 

48' 
220，66724 7 

10.221 159 .95 661 " 86363 1 
243 I~ ム497 3.82 

49' 9，762 160 470 18 制8 88 356 100 d459 3.71 

50' 2，6曲 9.519 145 .90 20 655 67 602 229 898 ム2'13 53 

51' 2，684 9.488 132 
45823 1 

97 710 79 651 NI " 31 3.53 

52年 2.662 9.395 l国 1. 643 70 662 4 ，~ 企 93 52 

53' 2，曲。 9，334 131 '61 6 
55998 5 

67 591 6s9 ム 61 3.50 

54' 2，臼3 9，210 473 6 79 636 4 il9 。".3.'18 

ss' 2.619 9，054 132 '28 567 76 64，1 

'" "'56 4s 

56' 2，586 
880997072 0 

97 423 5国 74 回8 3 臨 ゐ 152 3.44 

57< 2，582 ." 19 559 75 612 4 関l.6.132 39 

58' 
22，，55672 6 

8.659 426 549 79 560 21 醐 .6111 3.36 

59' 8.594 116 369 21 566 " 502 5 5i¥ "65 3.34 

60' 2.555 8，437 106 307 415 70 502 s11 ム157 30 

61年
22..4539@ 7 

8，320 76 36. 441 76 482 '" '" 3.27 

田年 8，149 開 3 1 ~ 6 413 54 530 話4ム171 26 

同年 2.479 8.020 82 345 434 61 5凹 2 田 企 129 3.23 

住民 基 本台帳人口調 べ

町総公園力、ら市内を望む

。
進
む
核
家
族
化

著
し
い
人
口
の
減
少
傾
向
が
進
む
中
で
核
家

族
化
が
進
み
、
世
帯
数
円
減
少
は
ゆ
る
や
か
で

す
.
し
か
し
、

一
世
帯
平
均
人
数
は
、
昭
和
三

十
三
年
度
同
五
・三
八
人
を
ピ

l
ク
に
六
十
三
年

度
は
三

二

三

人
と
三
人
に
迫
る
数
字
に
な
っ

て
い
ま
す
.

。
出
生
率
の
減
少

右
表
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
昭
和
三
十
六
年

度
に
は
年
間
二
百
三
十
人
の
出
生
が
あ
り
ま
し

た
が
、
年
々
減
少
し
て
、
六
十
三
年
度
で
は
八

十
二
人
と
三
分
の

一
円
出
生
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
彬
科
を
受
け
て
町
内
小
学
校
児

• • 

四一
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童
数

L
昭
和
三
十
六
年
度
は
二
千
十

一
人
と
二

千
人
の
大
台
を
越
え
て
い
ま
し
た
が
、
六
十
三

年
度
は
六
百
七
十
一
人
と
や
は
り
三
分
の
一
に

減
少
し
て
お
り
ま
す
.
こ
の
ま
ま
減
り
続
け
る

と
部
落
の
学
校
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
稚

な
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

。
農
難
後
継
者
の
結
婚
難

町
で
は
、
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
て
農
業
後

継
者
の
花
嫁
対
策
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
適
齢
期
の
方
二
十
二
名
か
ら
申
込
み
が
あ

り
ま
す

(
二
十
歳
以
上
の
農
業
後
継
者
数
百
六

十
八
名
、

う
ち
三
十
歳
以
上
四
十
四
名
)
が
、

困
難
を
極
め
て
い
る
現
状
で
す
。
こ
の
こ
と
が

昭
和
六
十
三
年
度
の
決
算
状
況

国
保
施
設
特
別
会
計
を
除
き
黒
字
決
算

昭
和
六
十
三
年
度
の
各
会
計
は
五

月
三
十
一

日
出
納
閉
鎖

(国
保
施
設

会
計
は
三
月
三
十

一
日
)
さ
れ
、
そ

の
あ
ら
ま
し
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
五
会
計
の
フ
ち
国

保
施
設
特
別
会
計
を
除
〈
四
会
計
が

黒
字
決
算
(
国
保
施
設
特
別
会
計
は

一
億

一
千
二
百
八
十

一
万
一

千
円
の

赤
字
)
と
な
り
、
五
会
計
の
歳
入
総

額
は
七
十
八
億
四
千
七
百
五
十
二
万

三
千
円
、
歳
出
総
額
は
七
十
九
億
三

千
八
百
五
十
九
万
五
千
円
、
差
し
引

き
九
千
百
七
万
二
千
円
の
赤
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。
黒
字
四
会
計
の
う

ち
一
千
百
十
万
円
を
基
金
に
積
立
し

翌
年
度
繰
越
明
許
と
し
て
六
十
四
万

七
千
円
、
残
り
九
百
九
十
九
万

一
千

円
を
平
成
元
年
度
に
繰
越
し
ま
し
た
。

会
計
別
の
決
算
は
次
の
と
お
り

V

一
般
会
計
歳
入
は
五
十
三
億
四

千
九
百
九
十
五
万
八
千
円
、

歳
出
が

五
十
三
億
三
千
二
百
八
ぃ十
六
万
五
千

円。

(
繰
越

一
千
七
百
九
万
二
千
同
)

V
国
保
事
業
特
別
会
計
歳
入
七
億

三
千
五
百
九
十
九
万
九
千
円
、
歳
出

七
億
三
千
二
百
九
十
九
万
四
千
円
(
繰

世
帯
平
均
二
十
一
万
三
千
二
百
円
に

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
決
ま
る

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改

正
が
六
月
定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
方
税
法
の
改

正
に
伴
い
、
国
保
税
の
肱
課
限
度
額

を
現
行
四
十
万
か
ら
四
十
二
万
に
、

低
所
得
者
向
六
割
軽
減
基
準
額
二
十

八
万
は
据
置
き
、
四
割
軽
減
世
帯

一

人
当
り
基
準
額
二
十

一
万
が
一
一
十
一

万
五
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

向
総
所
得
額
が
前
年
度
対
比
二
億
八

千
二
百
万
円
減
(
世
帯
数
三
十

一
、

被
保
険
者
数
二
百
十
七
人
的
減
)
と

な
る
こ
と
か
ら
国
内
財
政
調
整
交
付

金
等
の
増
額
を
見
込
み
、
担
税
力
を

考
慮
し
、
財
政
調
護
基
金
四
千
万
円

を
取
り
く
ず
し
、
一
般
会
計
よ
り
二

千
万
円
を
繰
入
れ
し
て
、
所
得
制
税

率
百
分
の
七

-
三
八
を
百
分
の
八

・

七
七
に
資
産
割
税
率
百
分
の
五
十
八

・
二
を
百
分
の
五
十
八
・
一
に
被
保

険
者
均
等
割
額

一
人
に
つ
き
一
方
七

千
二
百
円
を
-
万
九
千
三
百
円
に、

世
帯
別
平
等
制
額

一
世
帯
に
つ
き
三

越
三
百
万
五
千
同
)

V
国
保
施
設
特
別
会
計
総
収
益
八

億
八
千
八
百
八
十
八
万
円
、
総
費
用

十
億
百
六
十
九
万

一
千
円

(差
引
単

年
度
純
損
失
一
億
一
千
二
百
八
十

一

万
一
千
円
)
赤
字
額
に
つ
い
て
は
繰

越
欠
損
金
と
し
て
処
避
さ
れ
、
累
積

繰
越
欠
損
金
は

一
億
二
千
五
百
五
+

四
万

一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

-v
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
七
億

五
千
五
百
八
十
九
万
八
千
円
、
歳
出

七
億
五
千
五
百
八
十
八
万
三
千
同
(繰

越

一
万
五
千
同
)

-v
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
一
億

一
千
六
百
七
十
八
万
六
千
円
、
歳
出

一
億
一

千
五
百
十
六
万
一
千
円
(
繰

越
百
六
十
二
万
五
千
円
)

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を

国
保
会
計
的
健
全
化
の
た
め

に
は
医
療
費
の
節
約
よ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

国
保
事
業
の
健
全
運
営
の
た

め
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

万
五
千
同
を
三
万
七
千
同
に
改
正
さ

れ
、
被
保
険
者

一
人
当
り
六
万
六
千

二
百
六
十
円
で
前
年
度
対
比
五
千
六

百
七
十
八
円
の
負
担
増
、
被
保
険
者

一
世
帯
当
り
二
十
一
万
三
千
一
一
百
十

六
円
で
前
年
度
対
比

一
万
四
千
百
九

十

一
円
の
負
担
増
と
な
り
ま
し
た
。
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生
転

氾

園
内

則

内

国

人

湾

入
で

オ

オ

内

内

道

方

而

面

而

他

学

7

沼

ま
げ
凶
代
代
代
代
代
代
官
市
管
市
他
地
都
方
方
方
ヲ
里
具

計

オ

二

先

山

館

山

桃

の

北

京

東

部

西

。

の

玩

ζ
、
転
同
日

山
初
初
刊
印

ω加
入
桧
函
波
札
そ
東
京
間
中
関
そ
光
き

転

。
快
適
な
町
づ
〈
り

現
在
、
住
ん
で
い
る
人
が
快
適
で
あ
れ
ば

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
。

と
思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。



名 誉 町 民

民
し圏

一
迫

定

ガ

井

位
識

穴

曽

E

故

巴

今
金
町
内
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
、
名
瞥
町
民
放
曽
我
井
定
一
氏

(
五
月
九
日
逝
去
)
に
五
月
九
日
付

で
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
正
六
位
が
迫

賜
さ
れ
、
六
月
二
十
八
日
、
沢
田
桧

山
支
庁
長
か
ら
長
男
の
寛
治
さ
ん
へ

今 金 地 区

象興を議しゐ怠"ñ~

ごちそうを禽ぺる

敬老会

今
金
婦
人
会
主
催
円
寺
金
地
区
敬

老
会
が
六
月
二
十
五
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
市
街
地
及
び
周
辺

の
お
年
寄
り
二
百
十
名
が
出
席
し
ま

ネ
パ

l
ル
人
に
よ
る
カ
レ

l
料
理

講
習
会
が
六
月
二
十
七
日
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で
昼
夜
二
回
開
か
れ
‘
町
内

部
落
の
主
婦
ら
四
十
三
名
が
手
ほ
ど

き
を
受
け
、
食
を
通
し
て
国
際
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
.

来
町
し
た
の
は
ネ
パ

l
ル
人
で
測

量
会
社
社
員
の
ン
ョ
ン
ハ
リ
オ
ム
♂

ω
l埼
玉
県
在
住
H
で
す
。
都
習
は

ネ
パ

l
ル
帽
姿
の
シ
ョ
ン
♂
の
指
導

で
、
タ
メ
リ
y
夕、

7
ミ
ン
、
コ

h 
沢田支庁長から正式位を畳ける長男寛4台さん

ま祉世 伝
L 協舘な i童
た識におき
。会な、れ

へつ曽ま
百た我し
方お井た
同礼家
グ〉とカ‘
寄しら
員自て放
が社人
あ会が
り福お

話題アレコレ

し
た
。毎

年
、
比
較
的
行
事
の
少
な
い
こ

の
時
期
に
敬
老
の
日
に
先
が
け
て
開

い
て
い
る
も
の
で
‘
こ
の
日
は
婦
人

会
的
お
手
伝
い
四
十
名
が
早
朝
か
ら

準
備
に
あ
た
り
ま
し
た
。

会
は
午
前
十
一
時
か
ら
始
ま
り
、

紅
白
の
お
ま
ん
じ
ゅ
う
や
折
り
詰
め
‘

ジ
ュ
ー
ス
お
酒
や
婦
人
会
手
作
り

の
ソ

l
メ
ン
を
食
べ
な
が
ら
余
興
を

楽
し
み
ま
し
た
.

余
興
は
幼
稚
園
児
の
か
わ
い
い
遊
戯

や
今
金
民
絡
会
の
民
路
町
数
々
、
踊

り
愛
好
会
的
踊
り
‘
来
賓

-
婦
人
会

全
員
に
よ
る
合
唱
‘
特
別
出
演
と
し• • 

• ごちそうを貴べながら余興を楽しむ招待者たち

て
婦
人
会
の
へ
そ
踊
り

(
頭
に
笠
を

か
ぶ
り
、
白
い
お
腰
に
赤
い
半
緬
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
姿
に
組
に
は
パ
ス
タ
オ

ル
を
入
れ
)
が
三
味
線
ブ
ギ
ブ
ギ
の

曲
に
合
せ
て
踊
り
出
す
と
会
場
内
、

爆
笑
で
し
た
。

婦
人
会
の
代
表
者
は
、
「
敬
老
町

精
神
を
わ
す
れ
な
い
で
」
来
年
は
も

っ
と
良
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、
皆

さ
ん
に
も

っ
と
喜
こ
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
し
た
い
と
最
後
を
結
ん
で

お
り
ま
し
た
。

司

指導中のションハリオムさん

リ
ア
ン
ダ
ー
な
ど
約
一一
十
種
類
の
ス

パ
イ
ス
を
使
う
ネ
パ
l
ル
風
カ
レ
ー

と
ぎ
ょ
う
ざ
の
皮

(麦
粉
と
ふ
く
ら

し
粉
、
塩
)
み
た
い
に
簿
く
何
回
も

伸
し
て
油
で
楊
げ
る
パ
ロ
タ
(
パ
ン
)

を
作
つ
ま
し
た
。

料
理
笑
習
の
あ
と
試
食
会
を
聞
き

自
己
紹
介
と
各
々
感
想
を
述
べ
「
想

像
以
上
に
お
い
し
か

っ
た
、
辛
い
の

第18回管内

ふれ窃いと親睦を

深!fPJ合う

第
十
八
回
桧
山
管
内
身
体
障
害
者

ス
ポ
ツ
大
会
が
、
七
月
十
六
日
町

総
合
体
育
館
に
お
い
て
管
内
十
町
か

ら
選
手
二
百
二
名
が
参
加
し
て
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
.

大
会
に
先
だ
ち
、
二
十
九
年
間
支

部
長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
前
支
部

長
円
飯
田
さ
ん
(
江
差
町
)
に
感
謝

状
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
引
続
き
自

り
等

き
れ
い
な
街
づ
く
り
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
町
衛
生
団
体
連
合
会
は

六
月
二
十
二
日
、
早
朝
か
ら
今
金
市

街
地
と
極
川
市
街
地
内
九
十
ヵ
所
の

ご
み
ス
テ

l
ン
ョ
ン
と
公
衆
ト
イ
レ

の
消
毒
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ハ
エ
蚊
が
発
生
し
は

じ
め
る
こ
の
時
期
に
、
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
各
ス
テ

l
y
ョ
ン
を

一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
完
全
消
毒
し
て
お

り
ま
し
た
。

立
更
生
者
二
名
と
更
生
援
競
功
労
者

と
し
て
、
当
町
内
西
国
三
次
郎
さ
ん

(
高
英
町
)
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
.

大
会
は
、
井
村
毅
大
会
長
の
「
身

体
障
害
を
の
り
越
え
て
各
競
技
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
各
来
賓
が
祝
辞
を
述
べ
、
競
技

に
入
り
ま
し
た
。

消毒中の衛生委員さ ん

学園

あいの運動会一一一」
「一一 第14回光の里

」一一一感動と友情13¥れ

み
な
さ
ん
も
各
家
庭
で
環
境
美
化

運
動
を
進
的
、
清
潔
で
明
る
い
街
づ

く
り
に
ご
協
力
し
て
下
さ
い
。

話題
ア
レ
コ
レ

競
技
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
‘
輪

投
げ
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
団
体
六

種
目
を
、
た
く
さ
ん
の
人
が
応
援
す

る
中
、
直
剣
な
表
情
で
各
町
チ

l
ム

別
に
競
わ
れ
て
い
ま
し
た
.
競
技
の

合
い
聞
に
お
手
伝
い
の
婦
人
七
、
八

名
が
卓
球
板
を
持
っ
て
応
援
す
る
光

景
も
見
ら
れ
、
和
や
か
な
中
に
も
盛

会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

な
お
、
昼
食
休
憩
時
に
光
の
里
学

園
園
生
八
十
名
と
教
師
団
三
十
余
名

に
よ
る
「
光
太
鼓
」
の
演
奏
が
行
わ

れ
、
一
生
懸
命
な
パ
チ
き
ぱ
き
に
大

き
な
拍
手
を
浴
び
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
大
会
が
管
内
障

害
者
の
ふ
れ
あ
い
と
親
睦
を
深
め
合

う
唯
一
の
行
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
す
ま
す
の
発
展
と
隆
盛
が
望
ま
れ

ま
す
。
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力走中の園生

第
十
四
回
光
の
星
学
園
運
動
会
が
六
月
二
十
五
日
、
今

金
北
桧
山
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
日
赤
奉
仕
団
、
手

を
つ
な
ぐ
税
同
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
受
け
て
和
や
か
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

雨
模
様
の
天
気
の
た
め
会
場
が
総
合
体
育
館
に
変
更
し

て
行
わ
れ
、
園
生
と
応
援
者
が
身
近
に
感
じ
る
楽
し
い
運

動
会
に
な
り
ま
し
た
。

競
技
は
、
危
険
物
取
り
扱
い
に
ご
用
心
、
お

i
っ
f
パ

イ
な
ど
新
し
い
競
技
も
と
り
入
れ
ら
れ
、
中
で
も
パ
ン
ツ

リ
レ
ー
で
は
園
生
全
員
と
父
兄
が
二
人
一
組
に
な
っ
て
大

き
な
パ
ン
ツ
を
は
い
て
走
り
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
笑
い
声

と
声
援
が
響
く
、
友
情
と
ふ
れ
合
い
の
運
動
会
で
し
た
。

醤競技巴

完露いっぱいnνス}~

が
良
い
」
「
ニ
ン
ニ
ク
と
ガ

l
リ

Y
7

を
た
く
さ
ん
使
い
お
い
し
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
。早

速
、
自
宅
で
も
子
供
た
ち
と

一

緒
に
作

っ
た
人
も
お
り
、
食
べ
や
す

く
早
く
で
き
る
。
ネ
バ

l
ル
で
は
常

食
に
し
て
い
る
も
の
な
の
で
飽
き
が

こ
な
い
な
ど
と
家
庭
内
中
に
も
浸
透

し
そ
う
で
す
。

平
成
元
年
度
の
今
金
町
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
、
町
社
会
福
祉
協
議

会

・
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
で

六
月
二
十
一
日
、
総
合
体
育
館
に
お

い
て
開
催
き
れ
ま
し
た
。

大
型
パ
ス
四
台
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

二
台
に
分
来
し
て
集
合
し
た
、
町
内

の
高
齢
者
三
五
O
人
全
員
が
血
圧
測

定
な
ど
健
康
診
断
を
受
け
た
後
、
競

技
に
入
り
ま
し
た
。

じようずにポ ルを運んでいますね

競
技
は
、
地
区
ご
と
に
チ

l
ム
を

五
チ
ー
ム
に
分
け
、
ピ
ン
こ
ろ
が
し

ゃ
、
幼
稚
園
児
と
一
緒
に
走
ろ
う
、

関
所
や
よ
り
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た

七
種
目
に
各
々
元
気
い
っ
ぱ
い
ハ

y

ス
ル
し
て
い
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
、
会
場
を
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
移
し
余
興
に
入
り
ま
し

た
。
始
め
に
小
百
合
保
育
園
園
児
の

「ロ

y
ク
ン
ロ

l
ル
エ
ン
ゼ
ル
」
な

ど
可
愛
ら
し
い
踊
り
と
ピ
ア
ニ
カ
演

奏
を
披
露
し
、
た
く
さ
ん
の
声
援
と

拍
手
を
受
け
、
続
い
て
今
金
民
路
研

友
会
の
民
話
詩
吟
と
盛
り
上
が
り
、

安
来
節
の
踊
り
で
は
、
爆
笑
と
大
き

な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
余
興

に
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま

し
た
。
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年

巴

度

の

七
夕
ま
つ

O
を
楽
レ
む

7 主
タ

好天に恵れ大変娠わいま Lた。ビール園-

• • 

第一回

より健康で豊かな

文化生置をめざし

健康まつり開〈

よ
り
健
康
で
豊
か
な
文

さ
し
、
幼
児
か
ら
高
齢

で
多
く
の
町
民
に
ふ
れ
あ
い
、

折
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
と
親
陸
を

め
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

つ
り
で
は
、
誰
に
で
も
で
き
る
中

クション
ニとしも掘り出 L物が

た〈さんありま Lた。

国
の
健
康
体
操
「
練
効
十
八
法
」
の

太
極
挙
指
導
(
手
足
を
限
界
ま
で
静

か
に
持
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
効
果

あ
り
)
、
続
い
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(

酸
素
を
大
き
〈
と
り
入
れ
、
脂
肪
を

分
解
さ
せ
る
)
で
は
、
若
い
人
も
中

老
年
の
方
も
全
身
に
汗
を
か
い
て
踊

っ
て
い
ま
し
た
。

幼
児
コ
ー
ナ
ー
で
は
買
物
ご
っ
こ

や
ビ
デ
オ
上
映
、

健
康
度
確
認
コ

ナ
ー
で
は
問
診
や
検
尿
、
血
液
検
査

食
生
活
改
善
コ
ー
ナ
ー
で
は
減
塩
食

試
食
、
歯
科
保
健
コ
ー
ナ
ー
で
は
歯

の
み
が
き
方
、
い
れ
歯
の
管
理
指
導
、

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
庁
ン
パ
ネ
ル
、

保
健
衛
生
統
計
も
展
示
さ
れ
、
各
々

感
心
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
講
演
会
で
、
北
海
道

労
働
保
健
管
理
協
会
専
務
理
事
が
「

健
康
は
自
ら
つ
く
る
も
の
鍛
え
る
も

の
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
日
常

生
活
の
注
意
事
項
等
を
ユ
ー
モ
ア
ー

を
交
じ
え
て
の
講
演
に
、
参
加
者
は

熱
心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
始
め
て
の
試
み
、
平
日
に

も
か
か
わ
ら
ず
二
百
二
十
五
名
の
多

数
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
来

年
度
以
降
も
こ
の
「
健
康
ま
つ
り
し

が
も
っ
と
も
っ
と
定
着
し
、
町
民
の

方
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



目備で

5裂の移動と人事異動

ア周句
より 一層の住民

サービスをめざして

町
で
は
、
年
々
複
雑
多
様
化
す
る
町
内
仕

事
を
ス
ム
ー
ズ
に
効
果
的
に
進
的
、
よ
り

一

層
的
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
務
め
る
た
め
、
七
月

一
日
付
で

一
部
内
線
的
移
動
と
人
事
典
動
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
商
工
観
光
課
長
(
兼
務
)
を
独
立
さ
せ
、

よ
り
一
府
内
商
工
業
の
振
興
と
観
光
面
の

充
実
を
図
る
。

・
美
利
河
地
域
開
発
関
係
課
(
企
画
調
艶

諜

・
農
林
諜
・
商
工
観
光
課
)
を
三
階
の

ワ
ン
フ
ロ
ア
に
訟
き
、
横
向
連
絡
調
盤

を
機
能
的
に
す
る
。

・
三
階
に
あ
っ
た
建
殴
謀
を
一
階
に
下

L.

技
術
課
(
建
設
課

・
耕
地
開
発
課
・
水
道

線
)
を
各
々
近
接
し
て
横
の
連
絡
を
密
に

す
る
。

。

職
員
の
異
動

七
月

一
日
付
で
、
町
職
員
町
人
事
異

動
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
(
)
は
前
職
。

マ
商
工
観
光
課

課
長
(
企
画
調
整
課
長
補
佐
鈴
木
捷

兼
商
工
観
光
課
長
補
佐
)

商
工
観
光
課
長
旅
務
を
解
く
大
和
英
雄

商
工
観
光
係
長

(企

画

制

強

謀

清

水

究

関
査
係
長
娘
住
民
運
動
、

交
通
安
全
係
長
)

マ
企
画
関
盤
醗

主
幹

(商
工
観
光
係
長
)

調
査
係
長
兼
住
民
運
動
交
通

安
全
係
長

(出
納
係
長
)

企
画
調
査
係

(
総
務
課
総
務

自
由

羽
ニ

正
夫

係
兼
職
貝
厚
生
係
)

企
画
鯛
艶
係
般
務
を
解

キ本

洋
イ申

竹
内

1じ
見

f申
夫

〈
マ
総
務
課

財
政
係
長

(農
林
課
牒

政
係
長
)

総
務
係
兼
職
員
厚
生
係
中
島
淳
子

兼
管
財
係
(
税
務
課
住
民
税
係
)

マ
出
納
室

出
納
係
長
(
町
民
福
祉
今
野
む
つ
子

課
福
祉
係
主
査
)

マ
建
設
課

管
理
係
長
兼
維
持
係
長
池
悶
常
教

(耕
地
開
発
銀
管
理
係
長
)

建
殴
係
長
嫌
建
築
係
長
滝
本
隆
司

(
都
市
計
画
係
長
兼
建
築
係
長
)

都
市
計
画
係
長
兼
林
道
向
島
好
治

係
長

(建
設
係
主
査
兼
維
持
係
)

建
設
係
兼
維
持
係
(
耕
津
山
泰
彦

地
開
発
謀
土
地
改
良
係
)

維
持
係
(
企
画
調
整
課
小
泉
健
治

住
民
運
動
交
通
安
全
係
)

マ
耕
地
開
発
課

管
理
係
長
兼
農
業
開
発
木
島
武
雄

係
(建
設
課
管
理
係
長
兼
維
持
係
長
)

土
地
改
良
係
長

(建

設

伊

藤

光

広

謀
建
設
係
長
兼
林
道
係
長
)

土
地
改
良
係
長
兼
務
を
渡
辺

官
乎
，
、

a問
〈

マ
農
林
課

農
政
係
長

(総
務
課
財

政
係
長
)

重
回

実

• 

高
畑

• 

圃
圃
函
圃
圃
圏

花

花
は
、
ね
む
り
に
つ
く

神
丘
小
六
年
白
山

美
代
子

雪
に
う
も
れ
な
が
ら
ね
む
り
に
つ
く
。

花
は
、
つ
ぼ
み
を
出
し
て

咲
く
単
備
を
忙
し
そ
う
に
し
て
い
る

や
っ
と
準
備
が
料
っ
た
。

も
う
夏

夏
に
な
る
と
、
ど
ん
な
花
で
も
き
れ

み
ん
な
う
れ
し
そ
う
に
咲
い
て
い
る

一
日
も
休
ま
ず
に
咲
き
続
け
る
.

秋

花
は
‘
っ
か
れ
た
よ
う
に
枯
れ
て
し

ヲ~'T ioo~."-一一④
ーーー... 冬

共
に
問
題
を

乗
り
越
え
た
い

松
橋

「
み
ん
な
の
広
場
」
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

球
技
大
会

神
丘
小
四
年
長
谷

七
月
十
日
球
技
大
会
が
あ
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
さ
い
し
ょ
に
連
合

と
や
り
ま
し
た
.
連
合
と
や

っ
た
時

は
、
ま
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
つ
ぎ

に
八
束
と
や
り
ま
し
た
。
八
束
と
や

っ
た
時
は
か

っ
た
の
で
と
て
も
う
れ

今
春
、
東
北
の
大
学
を
草
業
し
て

光
内
里
学
園
に
勤
め
ま
し
た
。

「
園
生
達
が
寂
し
な
が
ら
に
も
友
達

と
助
け
合
い
な
が
ら
毎
日
を
送
っ
て

い
る
姿
に
心
が
痛
み
ま
し
た
。

ド
ジ
で
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
の
私

で
す
が
、皆
さ
ん
と
共
に
さ
ま
ざ
ま
な

i
k
問
題
歩
匂
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
草
す
。
」

松
橋
さ
ん
は
瀬
棚
町
出
身
で
お
母
さ

ん
は
江
差
町
で
小
学
校
の
教
貝
で
す
。

趣
味
は
音
楽
鑑
賞
と
ド
ラ
イ
ブ
、
ス

ポ
ー
ツ
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
パ
ト
ミ

ン
ト
ン
と
大
変
明
る
い
娘
き
ん
で
す
。

良
子
さ
ん

ω

恵
美

し
か

っ
た
で
す
。

そ
し
て
ほ
か
の
チ
ー
ム
が
や

っ
て

い
る
聞
に
、

二
階
に
い

っ
て
お
べ
ん

と
う
を
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、

っ
か
れ
て
い
た
の
で
、
あ
ま
り
食
べ

ま
せ
ん
で
し
た
。
お
べ
ん
と
う
を
食

べ
お
わ
っ
て
か
ら
、
一
階
に
行

っ
て

ほ
か
の
チ

l
ム
が
や
っ
て
い
る
の
を

見
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
私
た
ち
の
番
が
来
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
今
小
の
四
年
生
チ
ム

と
や
り
ま
し
た
。
四
年
生
チ

l
ム
と

や
っ
た
時
は
勝
っ
た
の
で
、
じ
ゅ
ん

ゅ
う
勝
で
し
た
。
で
も
と
て
も
う
れ

し
か

っ
た
で
す
。

そ
し
て
少
し
た

っ
て
か
ら
町
村
先

生
に
あ
そ
び
に
行

っ
て
い
い
と
聞
い

て
あ
そ
び
に
行
き
ま
し
た
。
タ

l
ザ

ン
ロ

l
プ
に
円
り
ま
し
た
.
そ
う
し

た
ら
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
下
へ
行
っ

た
の
で
こ
ろ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
ほ
か
の
も
の
で
あ
そ
び
ま

し
た
。
た
と
え
ば
、
か
に
の
よ
こ
あ

る
き
と
か
で
あ
そ
び
ま
し
た
。
そ
し

て
へ
い
か
い
式
が
あ
る
の
で
グ
ラ
ン

ド
へ
行
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
じ
ゅ

ん
ゅ
う
勝
な
の
で
し
ょ
う
じ
よ
う
を

も
ら
い
ま
し
た
。
ゅ
う
勝
は
、
連
合

チ
l
ム
で
し
た
。
で
も
と
て
も
う
れ

し
か

っ
た
で
す
。
パ
ス
が
く
る
ま
で

ま
だ
時
聞
が
あ

っ
た
の
で
寺
小
町
グ

ラ
ン
ド
の
近
く
に
あ
そ
び
ば
が
あ
る

マ
町
民
福
祉
課

福
祉
係
主
査

(桧

山

広

森

川

域
消
防
組
合
今
金
支
署
)

マ
税
務
課

住
民
税
係
兼
務

(資
産

税
係
)

〕8
 

〔

フE

成
田

光
康

キネ

a 

線

税務課

出納室

組
合
室

研修室

商
工
観
光
課

ホール

教育委員会

管理諌

、
面
開

J

正
宝

茂

1階と 3階の課の配置は下記のとおりと立りました。

3F 

書

室議金大

庫

建
設
課

秀
樹

1 F 

ポイラ 室• 
グ〉

て・

あ
そ
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
パ
ス
が
き
た
の
で
帰
り
ま
し
た
。
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一一宮
、純
一ら
せ

'v受
け
取

っ
た
ら
鉦
書
の
提
出
を

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
毎
年
、
所
得
状
況
届
に
国
民

年
金
証
書
を
添
え
て
、
現
況
の
届
出

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
.

こ
の
現
況
扇
に
よ
り
、
受
給
権
者

本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
向
昭

和
六
十
吉
一
年
中
内
所
得
及
び
生
存
な

ど
の
状
況
を
審
査
し
、
本
年
八
月
か

ら
翌
年
七
月
ま
で
の
支
給
額
を
決
定

し
て
年
金
証
書
に
記
入
し
国
民
年
金

証
書
を
お
返
し
す
る
ニ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
八
月
十

一
日
以
降
、

年
金
を
受
け
取
り
ま
し
た
ら
‘
国
民

年
金
証
轡
を
忘
れ
ず
に
役
場
年
金
係

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
前
年
内
届
出
を
も
と
に
所

得
な
ど
の
状
況
を
把
握
す
る
準
備
を

8月みんなの

し
て
い
ま
す
の
で
、
扶
養
義
務
者
な

ど
が
前
年
と
変
わ
っ
て
い
る
場
合
は
、

必
ず
年
金
証
書
を
提
出
向
際
に
そ
の

旨
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

〈町
民
福
祉
課
年
金
係
V

V
個
人
事
喋
税
第
二
期
分
の

納
期
限
は
八
月
三
十
一
日

個
人
事
業
税
は
道
内
に
あ
る
事
務

所
や
事
業
所
で
個
人
が
事
業
を
行

っ

て
い
る
場
合
に
、
そ
の
所
得
に
対
し

て
課
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。

課
税
の
対
象
と
な
る
事
業
に
は
、

商
庖
の
経
営
な
ど
の
物
品
販
売
業
、

ア
パ
ー
ト
経
営
な
ど
の
不
動
産
貸
付

業
、
人
を
腐

勺
て
営
む
斎
産
業
や
水

産
業
、
医
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
.

三
月
十
五
日
ま
で
に
前
年
分
の
事

業
所
得
に
つ
い
て
申
告
し
、
そ
の
後
、

支
庁
か
ら
送
ら
れ
る
納
税
通
知
書
に

よ
り
八
月

(
第
一
期
)
を
十

一
月

(第
二
期
)
の
二
回
に
分
け
て
納
め

ま
す
。
た
だ
し
、
税
額
が

一
万
円
以

下
の
と
き
は
、

八
月
の
第
一
期
に
全

額
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第

一
一
期
分
の
納
期
限
は
八
月
三
十

一
日
で
す
の
で
‘
忘
れ
ず
に
納
期
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
納
税
に

は
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
大
変

便
利
で
す
。

詳
し
〈
は
、
桧
山
支
庁
税
務
課
へ

八絵
山
支
庁
税
務
課
〉• • 

〕O
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〔

社会福祉協議会だより 1.7.10 
当優先の旦学園、盟得園、社会福祉協議会へ円多額町

ご都附ありがとうございました. (位斬:略)

〈函 》 圏 子

I佐伊 藤波 金周
治 石川スポ ー ツ アカシアストアー
政ふ 石 井 j学 子 小

'" 
組 段

〈斉留二萌本甫下柳〉
次 9J 石 手守 照子 ，j 靴 J.!i

織 悶 順子 百 崎ー 拘
政 t佐 丸 谷 洋 子 今金 1I(さん

〈札幌市〉 絵 氷 ソ ナ 山 悶 昭
g. 附 洋三 伊東 フミエ 今金町青年団体連絡協集会
小休 治 '1 大 倉 啓太郎 神 丘背年図

<l札g般.J、社牧会市桶〉祉専門学校 a 団 成 加賀谷 a初E 子股大相谷 E 雄 外 山
高 儲 資 古 富 図 守 園 古関，隆守容2 院

〈長万部町〉 直 図 淳子 多図 {申

出荷 水儲
清子 飯 図 まさえ

“ 
向 .~， 

盛 t愛 今金町符産品生産組合 西 悶 高 腐
〈蜂背牛町〉 水 上 輝雄 .t 村 フ
際 '" 般 江 太 図 久美子 岡井中 勝

〈喜洞 鎗多〉 宮 t， 栄三郎 吉凹クリーニング

a 営 今今金金ラ品老イオンズタラプ 山 ロ 樋
〈窓町〉 人クラプ

今金金本 婦人会
金 丸 盟 蓑 アイ 今 回 母 子 会
〈倶知安町〉 石井 禎 子 日 生命
組 '" 徹 男 石井 俊 直 外崎鮮魚硲
〈厚沢部町〉 タテダ住機 術 得 し
北 町島 武雄 相工建設醐 杉 山菅f 操

〈乙郁町〉 北海道銀行 怯 本正 '1i 
合厳正 鶴 和 回

'" 植'"姉人会
I~ 金四郎 犬 j忌 アサ子 ~þ ill老人クラブ

〈瀬棚町〉 三 i~l! 循 相 男 立正俊正会腎年総

世2F1 入 敬 子 戸 室 忠、 雑 山 逃 会
山 木工広 塚本 信 子 lt ，、 Jレ

山 国 制 子 山 ヰヒ 紀 殺 千葉呉服庖
〈北桧山町〉 竹 内 正 夫

今今今向横金川金金町消井赤防町町十郷字信二聡祉事分仕雄金教間団

t冶 浅平 男 西 官 清 銀
成~桧山ライオンズ 7 ラプ 今 金 町

凶勝康 今金町磯貝組合
〈大成町〉 水 野 由紀子
前 備歌子 ツバメ石油 櫨川郵便央局

〈江大盤町野〉
敏 巴 "1 付 均 犬板宿髭

日 野 明 水野 生郎

下房偏
縄 ，. t主 佐々木 作太郎 川 村 安 古太
凶 勝 芳 山一木材工業脚 吉岡 郎

I:l 編 伝 荒井善 作 t事 容 結
〈奥尻町〉 経下 保 子 今 '1 伝
上野 勝義 近 革事 盆 訟 安達栄 ー

tl M 枝 外 III 鮮魚庖 原 図 八千代
〈今金町〉 スナッタ il1 
郷 戸 亮 千代金谷 友
今 村 鴻 今 郵便局

竹 1勾 礼 子 紘 関 f言 芳

第
糾
回
国
民
体
育
大
会
「
は
ま
な
す
国
体
」

大
会
旗
・
き
ょ
火
リ
レ

l
の
日
程
・
コ
ー
ス
決
ま
る

ー
は
ま
な
す
固
体
」
町
大
会
旗

・

き
ょ
火
リ
レ
は
、
道
内
全
市
町
村

を
一
村
一
品
運
動
や
独
自
の
イ
ベ
ン

ト
等
を
組
合
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
内
容
で
リ
レ
さ

れ
、
桧
山
管
内
で
は
そ
の
火
を
「
北

海
道
夜
明
け
の
火
」
と
名
づ
け
上
ノ

国
町
内
よ
ノ
国
八
幡
宮
で
係
火
し
、

九
月
七
日

i
十
目
的
四
日
間
で
管
内

全
町
を
リ
レ
す
る
予
定
で
す
.
今

金
町
に
は
八
日
に
到
着
し
、
役
場
前

で
到
着
式
と
出
発
式
を
行
い
ま
す
。

ニ
の
と
き
に
今
中
吹
奏
楽
部
が
国
体

項 目 対象者 実施日 時 間 対製j血区 全 場 内 寄

① 手L 児 相 談 生桂6.9ヶ月児 3日附
畳付

全地区 町民セ"5' 身体計洲、保随指呼
13 ∞-13: 30 

7日開) H 老人福祉センター

② 般 相 1主 全 1王 民 21日開 10: 00-15: 00 H M 保健指噂、健康相鮫

28日間) " 町民センター

③ 妊 締 相 E車 妊婦の方 8日ω 畳付
M H 検原、採血養指、助産婦指導

12: 45-13: 15 歯科、栄 導

④ 育 児 講 座 生桂 3ヶ月児 17日同
畳付

M H 身体計測、保随指導
9:30-10∞ 

⑤ fL 児 健 t告 生植4.7.10.12ヶ月担 17日附
畳付

H " 問歯科診、、 栄診察養指.導保健指導
12: 30-]3∞ 

⑥ 目立 脱 健 2全 生桂2ヶ幼月と25 28日開 " 今金保 随所 股関節X線槻影
日以上町児 13∞-14 ∞ 

⑦ 無医地区巡回診擦 全 住 民 29日t却 受付

" 町民センター 診掠科目、担形外科
14: 30-15: 00 

29日ω 畳付
上 地 区

“ 
回 医 院

13: 20-13: 30 

③ E破按I傷欄日せ風き3侃ジ悦ワテ合予"防? 生i主24-48ヶ月児 30日附
受付

市 街 地 町民センタ 罰 l期 l回目
12: 50-13: 00 

31日刷
畳千j

下 地 区 国 保 病 院
13: 20-13: 30 

の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
北
か

h
L

を

演
奏
す
る
予
定
で
す
。

。
日
時
平
成
元
年
九
月
八
日
倒

。
リ
レ

l
経
路

一
一ォ
一一
l

一』

一リ一

-Z
ム
二
』

一へ

か
セ
一

一守

‘
」
口

一以

町

工
L
i
l

-
-
4
1
4
オ

ム

也

一ム
-
ー

一
一プ
二

二

二

ご

二

一一

t

E
Z
ン
一一

二

一
一一

一国

一川

一l

一一
フ

一4

一一一

-
-

一川
】
一一

一

以
上
の
よ
う
に
当
町
で
は
リ
レ

i

四
区
間

(車

一
区
間
)
に
分
け
ら
れ
、

小
学
生
お
名
、
中
学
生

M
名
、
高
校

• • 

'
V

『
道
政
に
閲
す
る
世
輪
銅
査
」

に
つ
い
て

道
で
は
、
広
く
道
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
意
見
を
伺

い
、
こ
れ
か
ら
円
近

政
を
進
め
る
う
え
で
の
参
考
と
す
る

た
的

「道
政
に
関
す
る
世
論
調
査
」

を
行
い
ま
す
。

七
月
下
旬
か
旬
、
無
作
為
に
選
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
全
道
一
、
八

O
O

人
の
お
毛
に
道
が
委
託
し
て
い
る
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

桧
山
支
庁
地
方
部
総
務
瓢

宮

(0
1
3
9
5
)
2

1
0
1
0

お
知
ら
せ

八
月
十
八

日
は
‘
献
血

の
日
で

す
。
採
血
円
前
に
は
、
必
ず
医
師
が

診
察
い
た
し
ま
す
。
一
回
二
百

zuu

(
四
百
J
H
h
も
可
能
)の
献
血
は
、
あ

な
た
の
健
康
に
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

戸」
音
ロ

一
、
役
場
前

9

∞l
M

∞

ニ

農

協

横

M
M
M
i
M山

ω

〈町
民
福
祉
課
衛
生
係
〉

私たち

結婚 LまLた/

生

5
名、

一
般
7
名
計
品目名
に
よ
る

リ
レ

l
隊
を
編
成
し
て
実
施
す
る
子

定
で
す
。

な
お
、
各
支
庁
管
内
で
リ
レ
ー
さ

れ
た
き
ょ
火
は
‘
札
幌
で

一
つ
の
火

に
集
火
さ
れ
、
十
七
日
に
秋
季
大
会

総
合
開
会
式
場
で
あ
る
、
札
幌
市
町

厚
別
公
園
競
技
場
の
き
ょ
火
台
に
点

火
し
、

二
十
二

日
の
閉
会
式
ま
で
大

会
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
と
も
さ
れ
ま

す。
ま
た
、
記
念
特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ゲ
ー
ト
ポ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

産業まつり期間中のバス停変更と、

歩行者天圏内の駐車禁11:のお知らせ

r一一一一一ーー「

①パティ傘‘，，.ーク似食物)
@沼b 即売コーナーパピ')，，:'-:1-ナー

⑥ゲムコーナー

ます。 .ふるさと広場と歩

行者天国は14日午後 1時か

ら15日まで車の乗り入れ禁

止にご協力下さい。

- 函館パスターミナノレは、

8月14日の快速せたな号午

前 7時4分発の利用以外は

14目、 15日の 2日間、富田

医院前が臨時停車場になり

〕-〔



マ!?骨身¥8月の体目当番匡

8③5011 

E① 5321 

fi(Z)0221 

院(北桧山)

北桧山町町剥両院(北桧山)

金)今金町国保病院(今

病平6日

13日

20日

宮⑦3021棚院(瀬f持崎楢27日

。gゆ母。~ゅ住民の動態。~令や今や

6月18日(元 弘長女)ト7ンケシ

6月初日(英樹立長女)八東宝田

6月27日(弘樹九 3男)高美町

7月 4日(克哉九長女)東 町

7月 5日(巌 ~!， 2女)ト7/ケシ

7月 9日(Jln男な 3男)神丘共和

信男さん(鈴金)~田中その子主(高美町)

南栄町

下稲穂

栄町

上種川

現在

前月対比

8，022人(+4) 

3，892人(+1 ) 

4，130人(+3) 

2，507世帯(+6) 

79歳

95歳

42歳

75歳

6月9日

6月25日

6月26日

7月8日

固いつまでもおしあわせに

CJお〈やみもうしあげます

CJおたんじようおめでとう

末月

作主

力"1'" 

みよ子うん

柴之進さん

数

男

女

帯

人

世

6 

口

こ
子
か
香
い
悦
r

奈
川
南
川
翼

ム
美
。
耶

リ皇

ゅ
由
さ
沙

z
真

沢

田

藤

川

里

井

黒

吉

伊

細

中

坂

謙

士
小

4
4
 

田

藤

原

葉

口
木久

伊

藤

千

X2 

発
行
/
北

書

室

町

役

場

fv②
O
T
-
-
番

神
丘
小
町
児
童
(
児
童
数
灯
名
)

は
山
桜
町
実
生
を
約
五
百
個
拾
い
、

七
月
十
三
日
の
祖
父
母
参
観
日
に
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
魚
箱
六
つ
に
そ
れ
ぞ
れ
て
い

ね
い
に
植
、
え
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
を

育
苗
ハ
ウ
ス
で
大
事
に
育
て
来
年

の
祖
父
母
参
観
日
に
は
3

1
4
H
J
U

に
芽
は
え
た
苗
を
畑
に
仮
移
植
し
、

三
年
後
円
平
成
四
年
が
神
丘
地
区
が

開
か
れ
て
ち
ょ
う
ど
百
年
に
当
る
こ

と
か
ら

一
・
五
灯
ほ
ど
に
育
っ
た
桜

町
若
木
を
学
校
内
周
リ
に
植
え
る
計

画
で
す
。

十
年
後
に
は
、
学
校
町
周
り
の
桜

町
木
に
た
く
さ
ん
の
き
れ
い
な
花
が

咲
き
誇
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

〕2
 

1
 

〔

編
一豊

一後
記

V
今
月
は
町
外
の
人
や
亡
く
な
い
り

れ
た
人
の
魂
ま
で
地
元
に
帰
っ
て
来

ま
す
。
町
民
こ
ぞ
っ
て
親
切
と
域
い

む
で
迎
、
え
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
o

v来
る
八
月
十
四
、
十
五
日
に
は
産

業
ま
つ
り
が
あ
り
、
楽
し
い
盛
リ
た

く
さ
ん
の
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
参
加
し
て
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
っ
。

-v今
金
町
内
で
ホ
タ
ル

を
見
た
人
は
い
ま
せ
ん
か
っ
広
報
係

ま
で
お
知
り
せ
下
さ
い
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


